
１　経済動向に係る企業等の声（4～6月期）

地域の経済動向（令和6年4-6月期）
《道南（渡島・檜山）地域》

（道南） 

【建設業】 

・ 資材高騰が続く中、売価への価格転嫁が進まず、厳しい経営状況が続いている。（建設業） 

・ 鋼板や木材の価格上昇が利益を減少させている大きな要因となっており、設計単価の見直しを進め

ている。（建設業） 

・ 入札参加には、賃上げや週休二日などが必須。冬期間の施工が厳しい北海道にとって、実情にあっ

た建設業界の働き方や工期設定について検討してほしい。（建設業） 

・ 若者を技能者として育成したいが、若者の入社希望者がほとんどいない。（建設業） 

・ 新卒、中途ともに積極的に声をかけているが、応募がほとんどない。７月から外国人労働者を採用

する予定。（建設業） 

・ 人手不足が深刻化する中、業績の善し悪しに関係なく、福利厚生の充実や賃上げを行っている。行

政による、さらなる価格転嫁推進策などをお願いしたい。（建設業） 

 

【製造業】 

・ 原材料価格の上昇分については概ね価格転嫁できている。アフターコロナが進む中、多忙な状況が

続いている。（菓子製造業） 

 

【卸売・小売業】 

・ 過疎化が進む地方では、事業量の減少が続き、経営継続に危機感を感じている。（建築材料卸売業） 

・ 地域の人口が減少する中、顧客数も減少が続く。近年は、暖冬の影響も大きく、売上が減少。（燃

料販売業） 

・ 地元で雇用したいが、函館市の人口減少や首都圏への人材流出などにより人手不足への対応が課題

となっている。地方のガソリンスタンドは年々閉鎖が多くなっており、計量器の販売や修理の件数も

減少している。（燃料小売業） 

 

【運輸業】 

・ 生乳の輸送を行っているが、酪農家の高齢化による廃業が相次ぎ、受注量は減少傾向。運賃値上げ

について、要請はしているが、大幅な値上げは難しいのが実情。（運送業） 

・ 北海道は他地域に比べ運送費に係るコストが大きいのが課題であり、他社と混載するなどして運送

費を抑制させているが、本州への出荷には新幹線を活用できればと考えている。（運送業） 

 

【サービス業】 

・ コーヒー豆を中心に円安の影響を大きく受けており、電気代等の高騰も経営に大きく影響。値上げ

せざるを得ない状況だが、顧客が離れていかないよう、付加価値向上を図り、お客様の理解を得るよ

う努めている。（飲食業） 
 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

【景況感の推移】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（4-6月期）

総合
生産
動向

消費
動向

新型コロナウイルス感染症が5類に移行され、
観光関連の業種を中心として景況の回復感も
あったが、物価高の影響や人手不足等による
雇用問題及び賃金問題もあり、事業者を取り巻
く経営環境は、依然として厳しい状況が続いて
いることから、「やや低調」と判断した。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に好調

次期見通し

好調 やや好調 普通 やや低調 低調 非常に低調

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫

現在の景況感

今期の業況DIは前期比21.6ポイント、前年同期
比でも2.5ポイントの良化となり、売上額DIは前
期比37.2ポイント、収益DIも前期比22.0ポイント
の増加と改善している。小売業や製造業は改善
の進みが弱いものの、サービス業等では国内
旅行客やインバウンド等により、大幅な改善傾
向にあることから、前期の「低調」から「やや低
調」と判断した。

判断理由 判断理由方向感

新型コロナウイルス感染症が5類に移行され、
夏場の長期休暇を迎えるにあたり、人流の活性
化に期待が持てるものの、各業種において物価
高等、景況感が上昇傾向にあると判断する材
料はまだ乏しいものと考えられるため。

次期の業況DIは、概況で6.6ポイント、売上額DI
で0.9ポイント、収益DIで6.7ポイント、受注残高DI
では8.0ポイントの良化予想となっており、インバ
ウンド等観光客の入込みによる改善が期待でき
るものの、引続き原材料高、売上停滞、人手不
足により、「やや低調」から「変わらない」と判断
した。

渡島信用金庫

道南うみ街信用金庫
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（右軸：前年同月比（差）：％）

0 △ 15

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）
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資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省
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